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も

號 四 十 三 百 三 第 誌 雜 學 勒 動《｛rz7）

あ
め

吻
部
の

異

常
な

發
育
も
第
二

次

的
と
い

ふ

事
が

出
來
る

。

あ

の

吻
蹄
の

發
育
は

外
鼻
道

を
取
b
卷
け
る

細
胞
層
か

ら
分
泌
す
る

油
脂
暫ハ

物
の

堆
積
に

ま

る

と
の

事
で

あ

る
。

　
　
　
　
　
　

　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　

　　
　

　　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　　
　
　　
　

　　
　
　　
　
　　
　

　

　

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　　
　

　
（

二
）

鬚
鯨
類．
の

或
る

も
の

は
口

を
閉
ぢ
セ

る

儘
餌
を
吸
ふ

な

ら

　鞍
。

鯨
類
に
は

哺
乳

類
を
食
す
る

も
の
、

頭

足

類
を

食
す
る

も
の
、

魚
類
を
食

す
る

も
の
、

及
微

細
の

浮

游
生
物
ー

翼
足

類
及
最
も

多

く

畩
小
形
の

甲

殻
類・
ー

を

食
す
る

も
の

等
の

區
別
が

あ
る

。

而

し

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
ド

て

髴
牛

鯨「
類
に

は

後
二

者
が

見
ら

れ

る
。

　
一

寸
考
へ

る

と
鬚
鯨
類
は
口

を
開
い

て

海
水
諸
共

餌
を
吸
ひ

込

み
、

撫
四

を
閉
ぢ

て

鬚
で

海
水
と

餌
と

を
濾
し
分

け
る

様
に

思
は

托

る
。

魚
類
を

食
す
る

鬚

鯨
類
で

は

多
分
さ

う

で

あ

ら
う

け
れ

ど

も
馬

微
細
の

淨

游
生
物

を

食
す
る

も
の

で

は

そ

れ

で

は

説

明
が

困

難
で

あ

る
。

　

何
故
か

と
云

ふ

と
微
細
の

淨
游
生
物
を
食
す
る

も
の

で

は

殆
ど

そ

筋

許
う
で

粗
大
の

淨
游
生
物．
や

魚
類
な

ど
は

食
は

れ
て

居
な

い

の

で

あ
ゐ

。

若
し
前
の

方
法
で

あ
る

な

ら
ば
是

等
粗

大
の

も
の

も

食
は

れ
て

居
べ

き

筈
で

あ
る

。

故
に

こ

の

揚
合
で

は

粗
大
の

も
の

を
日

に

入

れ

す
に

微
細
の

も
の

許
b
を
口

に

入

れ
る

方
法

を
用
ゐ

る

で

あ

ら

う

と

思
は

れ
る

。

　

鬚
の

内
側
の

縁
に

は

長
い

毛
の

密
生
が

あ

る
。

今
鬚
の

列
の

間

隙
を

逋
じ
て

海
水
が

出
入

す
る

場

合
を

考
ふ

れ

ば、

海
水
が

外
か

ら
内
に

入
る

際
は

、

毛
が

内
に・
靡
ぐ

故
に

、

鬚
の

列
の

問
瞭
を

通
り

得
る

程

の

固
形
體
に

樹
し
て

自
由
で

あ

る

が
、

海

水
が

内
か

ら

外

に

畠．
る

際
は、
毛
が

鬚
の

列
の

問
隲
を
覆
う
て

丁

度
綿
を

敷
き
つ

め

〔

鳶
祁

　

　

櫞
）

　

O
「

ア

ン

ぜ

ス

ト

 

」

O占
蝦
顛
密

見

炬

盲
目

乏
す

　

た

樣
に

な

る

か

ら

最
早

先
に

入
る

事
の

躪
來

泥

固
形
體
を
も

邇
さ

　

な
い

。

こ

の

方
法
で

口

を

閉

ぢ
だ

ま
ζ

海
水
を
吸
つ

だ

り

吐
い

並

　

b
す
る

と

す
れ

ば
、

鬚
の

列
の

間

隙
に

餘
る

程
の

粗
大
な

も
の

且

　

口

に

入

り

來
な
い

で

微
細
な

も
の

許
吟

が
入

り

來
る

筈
で

あ
る

。

　
　
団
国
b
⇔
b
騨
o

の

著
書
に

よ

れ

ば、

脊
美
鯨
の

類
は

小
形
の

甲

鍛

｝
　

類
と

翼
足

類、

自

長
簣
鯨
と

鰮

鯨
と
は

小

形
の

甲

殻
類

、

長

簣
鱗

…
　

と
小

鰡
鯨
と
は

魚
類

を
食
す
と
ゐ

る
。

小
形
の

甲

殻
類
や

翼
足

類

…
　

を
食
す
る

も
の

は

恐

ら
く

口

を
閉
ぢ

淀

儘
の

方
法、

魚
類
を

食
す

　
　

る

も
の

は
口

を

開
く
方
法
に

よ
る

で

あ
ら

う

と
想
際
さ

れ

る
。

然

　

し
こ

の

區

別

は

飽
く

迄
到
然

把
る

も
の

で

は

な

ζ
、

そ
の

棲
息

す

　

る

海
の

動
物
群
の

如

何
に

よ
つ

て

混
交

す
る

で

あ
ら

う
か

も
知
れ

　

ぬ
。

鰮

鯨
も
極
稀
に

は

魚
類

を

食
し

て

居
る

事
が

あ

る

と
の

話
で

　

あ

る。
　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

（

松

本
彦
七

郎
）

　
　
　

　

●
「

ア

ン

ビ

ス

｝

マ
」

　
　

米
國
に

普
逋
な

る

ヰ

モ

リ

（

匿

§
ぴ

ミ

罸
ミ
匙

は
ア

ガ

シ

ー

の

誤

　

b
て

造
ら

出
せ

る

屬
名
に

し
て
、

原

著
者
の

日
mo

鞨

d
営

は
一

八

　

三

九
年
に

」

§
鰡

騫
言

諱
象

と
せ

う
。

無
論
今
後
も

Z

な

き

綴
b

蕩
を

講

叢
勉
盲
目
こ

す

へ

谷
津
直
秀
）

　
　

蟻
が

人

饋
を

害
す
る

例
も

稀
で

は

な

い
。

内
地
の

殤

合
を
鋸
げ

　

て

も
オ

ホ

ハ

リ

ァ

リ

（

丶

量
鳩

§
ミ
袋

き
N

謙

§・
き

胆

昼．
葭゚

）

な

ど
は

　

劇
し

く
人

を

刺
し
て

痛
を

戚

じ
さ

せ

る
、

こ

の

蟻
は

少
し

濕
り

泥

　

所
の

本

材
の

下

な

ど
艦

集．
を

廼
る

の

で
．

田

含
の

浴
室
な

ぞ
菰

は

餬
粧
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一Eleotron ⊥ o 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

’

■

（328）大正五 ・
年八

『
月十五

、

日

（

轄
　
　

録
）

　
O
ヌ

ヵ

ヂ

キ

の
「

ベ

ソ

ネ
ラ
」

ノ

よ

で

匍
つ

て

居
て

刺
す
こ

と
が

あ
る

。

叉

信

州
な

ど
の

山

地

に

行

く

乏

落
葉
松
な

ど
の

下

に
ヱ

ゾ

ア

カ

ヤ

マ

ァ

リ

（

穿
§
蝋

§

ミ

さ

壁

§
98

ミ

く

鴛璽

慧
芻
o

ミ
恥

昏

曷
o
蓼
国

戸
）

の

集
が

あ

つ

て

其
の

中

に

踏
み

込

ん

だ

ぢ
最

後
績
々

と
足

を

登
つ

て

噛
み
つ

く
の

に

弱

ら

せ

ら
れ
る

。

然
し
こ

の

塲
合
に

は

刺
す

の

で

は

な
い
、

只

噛
み

附

く
ば
か

り
だ

か

ら

大
し

て

痛
は

域
じ
な

い
。

兎
に

角
蜂
程

に

劇
し

く

刺
す
こ

と
は

な
い

か

ら
人
饐
に

封
す
る

直
接
の

害
と
し
て

は
云

ふ

に

足

り

な
い

も
の

と

思
つ

て

居
陀

。

然
る

に

昨

年
の

六

月

頃
栃

木
縣
の

薪
聞

を

見
る

と

蟻
が

嬰
兒
を
盲
に

し
だ

と
云

ふ

記
事
が

あ

つ

だ

の

で、

早
速
其
を
診

察
し

陀

栃
木

緜
芳
賀
郡

眞
岡

町
の

眼
科

醫
織
田

玄

吾

氏
に

其
の

病
状
の

逋
知
と

、鹽，

若
し

あ
れ

ば
其
の

蟻
の

標
本
を

邃
つ

て

貰
ふ

こ

と

を
依
頼
し
π

其
の

返
筝
の

大
略
を

次

に

載
せ

る
。

　
『．

該
患
者
は

赤
貧
洗
ふ

が
「
如

き

賎

家
に

生
れ

陀
る

生

後
二

十
ニ

ー
1

三

日

の

嬰
女
に

し
て
、

父

は

出

稼
に

て

不

在
中、

母

は

六
才

な

る

男
兒
を

連
れ、

床
上

に

眠
れ
る

赤
子

を

其
の

ま
よ

に

他

出

し
、

三

時
間
牛
後
歸
宅
せ

る

に、

數
百

千
の

蟻
は

黒

山
の

如
く

赤
兒
の

顏

面
・

眼
球
・

眼
瞼・
鼻
孔・
口

唇
・

耳
孔

等
に

附

着
せ

り
。

診
斷
せ

る

は

巳

に

四

時

間

後
に

て

左
右
の

眼
球
臼
色

に

變
じ、

翌

日

は

角
膜
潰

瘍
に

罹
り

居
れ

り、

之

蟻
酸

中
毒
の

爲
な

り
。

身
體

甚
し
く

疲
勞

せ

り
。

後
數
日

に

し
て

濃
瘍
に

變
じ

、

今
日

に

て

は

生

命
の

み

は

助
か

り

陀
る

も
兩
眼

典

に

明
晴
を

辨
す
る

位
な

り
。

』

（

後
略
）

　
樹
加
害
せ

し

蟻
の

標
本

數
疋

を
遞
ら

れ
陀

の

を

檢
す
る

と、

ト

ビ

イ
ロ

ケ

ヤ

リ冒
（

b
§
ミ
軌

苳

耐
ミ

）

‘
で

あ
つ

お
、

或
は

其
の

變
種

か

里
御

も

と
も
思
ふ

け

れ

ど
も
標
本
が

少
ぐ

て

確

か

め

る

こ

と
は

禺
來

な
か

つ

だ

が、

何
れ
に

し
て

も

大
し
だ

差
の

な
い

も
の

で

あ
る

。

蟻
が

職
類

を
害
す
る

こ

と
は

熱
帶
で

は

あ
る

こ

と
で

あ
る

し
、

内
地
で

も
犬

の

見
な

ど
に

蟻
が

柁

か

る

こ

と
が

あ

る

か

ら

不

患
議
は

な
い

と
し
て

も、

餘
り

聞
か

な
い

例
の

や

う
だ

か

ら
茲

に

記
し
て

置
く

。

他
に

若
し

類
例
が

あ

れ
ば

御
通

知
を
得

陀

い
。

（

矢
野

宗

幹
）

　
　

●
メ

カ

ヂ

キ

の
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

　
今

年
三

月
十
三

日
、

房
州

産
の

メ

カ

ヂ

キ

に

寄
生
し
て

居
π

と

い

ふ

大

き

な
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

の

標
本
を
二

個
得

セ
。

是

は
二

個
共

頭

部
が

無

く
て

不

完

全
で

あ
る

か

ら
、

何

れ

完
全

な

標
本

を
得
て

か

ら
と
思
つ

て

居
沈
が、

ま

だ

そ

れ
が

手

に

入

ら

ぬ

故、

取
あ
へ

す

其

不

完
全

な

標
本
に

就
て

報
告
を

し
て

置
く

。

　
測

定
表

は
下

の

如

く

で

あ
る

。・

標

本

1

療

本

h

頸

部
の

長
さ
〔
前

端
切

れ

＃
る

儘）

　
，

　
　一
六
。

0
糎

1

｛

　

于
五

糎

同
　

幅
（

中
央

部
に

於
る

）

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

二
・

八

粍

卜　　」　　」

−

L
ー
」
孟

並

舞
蟹
譬

　
　
　
　
一

『

ー
｝「
ー
ー

i
匿
　
　

頁
糎

同
　
幅
汽

中

央

部
に

於
る
） ．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五・
O
粍

　
　
；

…　
　　
…　　
1　　
−
1　　　
　　

tI
　　　
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　
司　−
l　　　
I　　唱　　
ll

ー　
ー　　
ー　
ー「　
−　　　
｝　
−

ー

後
膈

部
の

長

さ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
三

・

八

糎

…

一

　
五

6
並

　

　一

　

三
糎
［

1

　
　

　
　

　
　
riIl

ー
ー
ー
ー　　」　
ー　脚　
I

I1
1

同

幅
（

奥
部
・

於
・

）

　
　
［

　

三

6
韮

　
二

λ
粍

絮
・

長

・

　
　
　
　
一

　

表
損
）

　

同

上

同

幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
O・
五

粍

，

」
1

約

9

壷
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